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研究成果の概要（和文）： 寺院や文庫に所蔵される唱導文献に関する研究において、唱導の実態や構造分析、
法会・儀礼の場の研究は今後の課題である。このような状況に鑑み、諸寺院・文庫に伝存する唱導・法会関係テ
クストの調査・分析を進め、「法会学」提唱に向けて成果を積み重ねた。
　主たる研究成果として、金剛寺における聖教目録の作成および善本叢刊出版、勧修寺における文化財指定への
最終準備、金沢文庫における神祇関係の唱導を中心とする展示企画の立案等がある。また、東アジア唱導文芸と
の比較研究を目的として、複数の国際研究フォーラムを開催し、その成果を書籍2冊にまとめることが決定し
た。

研究成果の概要（英文）：  In the research on monastic and archival texts on preaching (shodo), the 
next tasks entail analyses on the actual circumstances and structures of preaching and investigation
 into the spaces of dharma assemblies(ho-e) and rituals. In order to address these issues, this 
project has conducted surveys and analyses of monastic and archival texts related to preaching and 
assemblies, and has accumulated results in seeking to establish a study of dharma assemblies.
  Chief among these results include the creation of a catalogue of sacred writings held at Kongoji; 
making the final preparations for the official designation of cultural properties of Kajuji; and the
 proposal of an exhibition project at Kanazawa Bunko archive focused on preaching related to gods. 
Moreover, with the objective of comparative research of the literary arts of preaching throughout 
East Asia, this project has held multiple international forums, the results of which are set to be 
summarized in two volumes.
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１．研究開始当初の背景 
寺院に所蔵される聖教をはじめとする文
献資料に関する調査・研究の飛躍的な進展は、
説話や軍記等の唱導と結びつく領域に多大
な影響を与えることとなった。その一方で、
唱導そのものの分析や、法会の場を綜合的に
捉えようとする試みは十分には進んでおら
ず、日本中世の「法会学」の構築は今後の課
題である。 
研究開始当初の背景をまとめると、以下の
2点に集約される。 
（１） 寺院聖教調査の飛躍的な進展と、そ
れらの調査に基づく研究の深化によ
って、本研究課題に結びつく研究環
境が整えられた。また、研究代表者
が携わってきた寺院調査においても、
あらたな資料の発見・目録の整備等
が進み、研究推進の状況が熟してき
たと判断された。 

（２） 法会に対する国内外の注目の高まり
を受け、密教図像学・宗教的身体テ
クストの観点等から法会・唱導テク
ストの分析を進める必要が生じてき
た。 

これらの動向を踏まえて、法会や唱導に関
わる文献を綜合的に位置づけようとする本
研究が立案された。 
 
２．研究の目的 
本研究は、上記の研究状況を背景として、
あらたな法会・唱導学を創成することを目的
として立案・推進した。 
法会の場は、ことば・ほとけ・図像が交響
する総体として捉えられるべきものであり、
人文学の領域横断的・複合的な研究が不可欠
である。本研究はそうした問題意識に基づく
研究組織を以て綜合的かつ復元的研究を目
指したが、最も焦点化しようと目論むのは法
会における唱導のことばの担った領分の解
明である。課題名を「唱導文献に基づく」と
謳う所以である。 
 儀礼学が夙に発達した西洋の宗教研究に
比して、東洋の法会・儀礼研究は未だ確立さ
れてはいない。この問題に、唱導の領域から
分け入り、綜合的な分析に至ろうとするのが
本研究の意図するところである。 
 
３．研究の方法 
本研究は、研究代表者と研究分担者が継続
してきた各々の寺院調査の実績に基づき、そ
れらの調査結果を横断的に連携させること
により、唱導文献に基づきながら法会の綜合
的解明を目指す方法をとった。これは各寺院
の調査による成果を、有機的に結びつけてい
くことも意図している。 
唱導のことばの領域から新たな法会学を
構築しようとする研究は従来あまり見られ
ず、それを領域横断的・複合的な観点から法
会の場に綜合的に定位しようとする点に本
研究の方法の独創性がある。本研究によって、

唱導文献に記載された内容の施主・時・場所
等を特定する成果が得られることを目論む
と共に、唱導のことばが法会の場とどのよう
に結びついていたのかを解明する方法を意
識して研究を進めた。 
また、本研究は、法会の復元的研究と東ア
ジア宗教文献との比較対照研究を併行して
行う方法を採用した。芸能や音楽を伴う法会
の場の分析は、できうる限り復元的になされ
るべきであり、学術的分析に基づく復元・再
現は、法会を理解する上で大きな意義を有す
るものと判断したからである。 
唱導研究において東アジアの宗教文献と
の対照研究はいまだ十分な研究が進んでお
らず、敦煌文献等との比較による相対化は、
日本の唱導を定位する上で必須の作業であ
る。同時に、日本に伝わる院政期から中世に
かけての豊富な唱導資料群は、逆に敦煌文献
に記される法会をはじめとする東アジアの
法会の実態解明に資する価値を有しており、
対照研究から得られる成果は多大であると
思われる。 
また、本研究推進の過程で作成した法会・
唱導に関する目録や奥書等の情報は、今後の
法会唱導研究に大きく寄与するものと考え
ている。 
以下、実際の調査・研究方法について言及
する。研究の基盤を寺院における唱導文献調
査に置くが、法会の綜合的解明を目指してい
るため、調査フィールドは仏像彫刻・絵画・
芸能・儀礼・仏堂等多岐に及ぶ。そこで研究
代表者が関与しつつ対象とテーマによるワ
ーキングチーム（ＷＴ）を構成して調査に当
たった。 
研究フィールドとしては、情報収集した唱
導文献の分析が重要な位置を占めるため、構
成員がそれぞれ研究を進めながら、年に数回
の共同研究の場を設定した。 
法会の復元的研究については、研究協力者
および関連する連携研究者と復元課題に取
り組み、研究期間内に成果発表の場を設ける
など、できる限り公開あるいは社会への還元
を意識しつつ取り組むこととした。 
東アジア宗教文献との比較研究は筑波大
学と広島大学にＷＴを結成して作業を進め、
隔年で国際研究集会を開催した。 
また構成員が本研究の成果を発表する展
開・連携フィールドを国内外に確保すること
を心がけた。 
 
４．研究成果 
寺院や文庫に所蔵される唱導文献に関す
る研究において、唱導の実態や構造分析、法
会・儀礼の場の研究は今後の課題である。こ
のような状況に鑑み、諸寺院・文庫に伝存す
る唱導・法会関係テクストの調査・分析を進
め、「法会学」提唱に向けて成果を積み重ね
た。 
 以下、主たる研究成果を調査・研究対象ご
とに区分して記述したうえで、綜合的な成果



について言及する。 
（１）真福寺の調査・研究においては、主要
聖教の調査・分析を継続し、黒板勝美
目録との照合へとつなげるべく、奥書
等の情報を採集した。黒板目録入力の
下準備が整えられた段階にあり、次の
研究段階への継続が完成した状況で
ある。また、2012 年に開催した展覧会
「古事記 1300 年 大須観音展」および
典籍解説図書の出版を継承しつつ、特
に唱導・法会関係聖教の調査・分析を
進めた。これらの研究の延長線上に、
他の寺院に蔵される聖教との比較対
照研究の必要性が浮かび上がってき
ている。この点については、次の研究
課題として位置づけ、継続・発展的研
究成果に結びつけるべく計画を立案
済みである。 

（２）金剛寺においては、聖教目録の作成を
主要な事業と位置づけ、後藤昭雄成城
大学教授および海野圭介国文学研究
資料館准教授のグループとの共同研
究体制を確立し、悉皆目録作成の基礎
的段階となる棒目録を完成させるに
至った。同時に、目録作成の知見を活
かすと共に個々の典籍の調査・研究を
推進し、天野山金剛寺善本叢刊出版へ
の道筋をつけ、出版社に拠る刊行の合
意も取りつけるに至った。 

（３）勧修寺における重要文化財指定に向け
ての最終準備は、研究分担者上島享主
導によって進められ、調査済み聖教・
文書類の再確認等、指定に向けての作
業が着実に終了しつつある。 

（４）神奈川県立金沢文庫における調査・研
究は、唱導テクストを中心とする連携
展示につなげるべく推進した。称名寺
に伝わる豊富な唱導関係資料を保管
する金沢文庫において、神祇関係の唱
導を中心とする展示企画を平成 30 年
度に開催すべく調整を進めた。 

（５）東アジア唱導文献との比較対照研究を
目的とする研究成果報告の場として、
「東アジア宗教文献国際研究フォー
ラム」を、台湾国立政治大学および筑
波大学で開催した。前者のフォーラム
においては、日本の唱導文献に関する
研究成果を、敦煌学をはじめとする研
究者に向けて発信するかたちで行い、
東アジア唱導研究について多くの問
題を共有することができた。後者にお
いては、玄奘三蔵をテーマとして領域
横断的な共同研究成果報告を行い、中
央アジアを含む玄奘研究の新地平を
切り拓くことに成功した。この研究成
果は、研究期間終了後の平成 30 年度
中に刊行する図書で学会および社会
に還元する予定であり、出版社との合
意もすでに取りつけている。この研究
成果は、さきに開催したタシケント国

立東洋学大学におけるシルクロード
をテーマとする国際研究フォーラム
と連動するものであり、タシケントに
おける研究成果についても、平成 29
年度中に刊行する運びとなっている。 

（６）唱導文献に基づく法会の復元的研究に
ついては、『転法輪鈔』の紹介を中心
とする共同研究を進めると共に、法会
と芸能とのかかわりを考える上で重
要な後白河院時代の法会について情
報収集を進めた。個別の研究成果につ
いては、学会等で報告済みであるが、
さらなる統合的研究に進展させる計
画を新たに策定中である。 

 上記の諸調査・研究対象寺院・文庫におけ
る研究成果を通して、以下の点が明らかにな
ってきた。 
（１） 唱導資料の用いられた法会の場の特
定と、法会の場の具体的な内容やあ
りかた。 

（２） 個々の法会における唱導のことばの
領域と仏像・絵画・音楽・芸能等と
の密接なかかわり。 

（３） 聖教書写における諸寺院のネットワ
ークとその実態。 

（４） 東アジアの唱導研究における日本に
伝存する諸資料の有益さと比較対照
研究の重要性。 

（５） 法会の復元的研究における唱導資料
読解の方法と、後白河院政期におけ
る音楽・芸能とのかかわりの具体的
なありかた。 

上記の研究成果については、後継の共同研
究に発展的に継承されており、出版予定の書
籍についても、研究期間終了後に着実に刊行
済み、あるいは刊行に向けて準備が進んでい
る。 
また、後継の共同研究課題においては、調
査・研究対象資料を、人類文化遺産として定
位するとともに、保存していくプロジェクト
への展開を計画し推進している。 
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